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した Windowed Yule-Simon 過程を提案し、その妥当性について議論している。また、Windowed 






















の要となる Windowed Yule-Simon 過程を提案し、それが実際の SNS におけるハッシュタグの使われ
方の違いを説明できることを実証的に示している点が評価できる。また、早期離脱に関しては、LSTM
ベースの提案手法を用いて高い予測精度を達成し、さらにその知見を実際の飲食店の早期退職にも
適用して分析している点は興味深い。 
 
 
【最終試験の結果】 
 
令和２年２月４日、専門委員会において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論文について
説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合格と判
定された。 
 
 
【結論】 
 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（人間情報学）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
